
   

成果の説明書 

(氏名) 櫻井 常矢 (学部) 地域政策学部 

１ 重要事項 

【研究活動】 

（1）科学研究費助成事業（基盤研究（C））調査研究の実施 

課題番号：19K02453（2019～2021 年度） 

研究課題：「RMO の組織形成と自治体社会教育・中間支援機能の構造に関する研究」

（2）論文・雑誌・学会報告等 

 □学会発表「RMO の組織形成と地域政策 ―地縁団体との関係を中心に―」 

日本地域政策学会第 19 回全国研究大会 2020 年 6 月 27 日 

 □調査報告書協力「令和２年度地域運営組織の形成及び持続的な運営に関する調査研究

事業報告書」総務省地域力創造グループ地域振興室（2021 年 3 月） 

□「新型コロナ時代の地域コミュニティと自治体職員」 

雑誌『ガバナンス』2020 年 7 月号「特集：新型コロナ時代の適応と地域」 

 □「持続可能な自治会と行政」『自治日報』（2020 年 5 月 15 日） 

□「地域自治への行政支援を考える―福山市の挑戦―」『自治日報』（2021 年 3 月 26 日）

（3）学会役員等 

   日本地域政策学会理事（企画委員会副委員長） 

【教育活動】 

（1）ゼミナール演習・調査活動 

①文献購読：『＜つながり＞の社会教育・生涯学習』（東洋館出版社） 

『テキスト生涯学習』（学文社） 

『社会教育・生涯学習の再編とソーシャル・キャピタル』（大学教育出版）

 ②高崎市久留馬公民館との連携事業 

2019 年 4 月に新設された久留馬公民館の当該地域への定着を目的に、学習講座プロ

グラムの企画・実施に取組む。具体的にはヒアリングを通じた生活課題、地域課題等

の住民ニーズの把握、さらに特に今年度は地域リーダーとの連携のもとゼミ生主体で

リアルタイム配信形式（ラジオ形式）での防災講座を全 4 回シリーズで提供している。

③海外との連携事業 

「文部科学省日本型教育の海外展開推進事業公認『グローバル公民館』プロジェクト」

として、エジプトに公民館を立ち上げる取り組みにゼミとして参画（櫻井は本プロ 

ジェクトアドバイザー）。具体的には、2020 年 8 月～10 月にかけて櫻井ゼミと連携し

たエジプト向けオンライン連続講座（全 5 回）を開催。ゼミ生は、上記（1）②の成果

を発表。エジプトからはアインシャムス大学も参画している。 

 ④生涯学習・社会教育研究年報（第 15 号）の編集・発行  

論文掲載本数 15 本（学部卒論 13 本・修士論文 2 本） 発行日 2021 年 3 月 25 日 



   

（2）自治体・企業・地域との連携を通じた学生のコーディネート力の育成 

 株式会社 群成舎との連携事業 ―たかさき地域協働委員会の設立― 

（株）群成舎新社屋の地域開放を契機に高崎市内の学校、大学、NPO、公民館等によ

る地域プラットフォーム「たかさき地域協働委員会」を設立。地域課題解決に向けた

情報交換による相互連携の推進を目的としている。20 年度は、当ゼミの連携先である

エジプトへの教材提供を目的に、委員会が中心となって小学生を対象とした環境教育

講座の企画、収録等を行った（2020 年 8 月） 

【地域貢献】 

（1）国、地方自治体の各種委員・アドバイザー等 

  □総務省 地域力創造アドバイザー 

□総務省 地域運営組織の形成及び持続的な運営に関する研究会委員 

□日本型教育海外展開推進事業（文科省）公認「グローバル公民館」PJ アドバイザー

□群馬県社会教育委員会議議長 

□沼田市市民協働庁内推進委員会アドバイザー 

□福山市地域コミュニティ推進懇談会アドバイザー 

□榛東村防災中枢機能施設建設委員会委員 

□（公財）群馬県青少年育成事業団理事 

□福島県浪江町「浪江のこころプロジェクト」プロジェクトリーダー 

□大崎市政策アドバイザー（地域自治組織・市民協働担当） ほか 

（2）市民協働・地域づくり・生涯学習等に関する自治体職員研修 

全国市町村職員中央研修所（テーマ：住民協働、合意形成、議員特別セミナー、RMO）、

全国市町村国際文化研修所（テーマ：住民協働）、山形県市町村研修所、福山市、 

山口市、西条市、沼田市、事業構想大学院大学自治体研修、ほか 

（3）市民協働・地域づくり・生涯学習等に関する市民向け講演 

富山県、福山市、山口市、袖ケ浦市、熱海市、愛西市（自治研修協会）、裾野市、ほか

２ その他の事項 

 【学内業務】高崎経済大学広報室長  教育研究審議会委員 

       教職課程運営委員会委員、地域政策学部実習運営委員会委員 ほか 

３ 次年度以降への抱負 

 20 年度はコロナ禍という制約の多い中で、特にゼミナール活動では新たな展開が実現で

きたことが収穫である。とりわけエジプトとの連携事業では、オンラインを通じて社会教

育・公民館に関する連続講座を開催し、20 年末にはエジプト初の公民館のオープンを実現

している。次年度は、アインシャムス大学をはじめ関係者との連携をさらに深めていく予

定である。対面はもとよりオンラインを通じてもまた、ゼミの教育プログラムの更新や新

たな調査活動の展開などさらなる教育活動の充実を図りたい。 

 


